
 - 1 - 

 

 

 

 

 

 

1． 八尾市立病院の医薬品採用状況（平成 26年 6月薬事委員会承認分） 

2． 製薬企業からの医薬品の適正使用に関するお知らせ 

3． 効能等追加承認情報（2014年） 

 

1． 八尾市立病院の医薬品採用状況（平成 26 年 6月薬事委員会承認分） 

（1） 採用医薬品：院内・院外ともに処方可能な医薬品です。 

○ エネーボ配合経腸用液 

○ エフィエント錠 3.75mg／5mg 

○ エルカルチンＦＦ内用液 10％ 

○ フォシーガ錠 5mg 

○ ラベタロール塩酸塩錠 50mg「ﾄｰﾜ」 

○ イオパーク 350 注シリンジ 100mL 

○ エルカルチンＦＦ静注 1000mg 

○ オイパロミン 370 注 50mL／100mL 

○ カドサイラ点滴静注用 100mg／160mg 

○ ＰＡ・ヨード点眼・洗眼液 

 

（2） 特定患者用医薬品：処方時、事前に薬剤部への連絡が必要な医薬品です。 

○ イクスタンジカプセル 40mg 

○ ジオトリフ錠 20mg／30mg／40mg／50mg 

○ ロンサーフ配合錠Ｔ15／Ｔ20 

 

（3） 院外処方専用医薬品：院外処方せんでのみ処方可能な医薬品です。 

○ ザルティア錠 5mg  

○ スーグラ錠 50mg 

○ ビオチン散 0.2％「ﾌｿｰ」（院外専用かつ特定患者用です。） 

○ ペンタサ坐剤 1g 

 

（4） 院外処方専用へ採用区分を変更します。 

○ アズロキサ顆粒 2.5％ 

○ ハイペン錠 200mg 

○ パンクレアチン「ﾋｼﾔﾏ」 

○ ファロム錠 200mg 

 

（5） 採用を取り消します。 

○ エルカルチン錠 100mg 

○ ペンタジン錠 25mg 

○ バクトロバン鼻腔用軟膏 2％ 

○ フルタイド 50 ロタディスク 

○ アンスロビンＰ500 注射用 

○ ズファジラン筋注 5mg 

○ フェノバール注射液 100mg 
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2． 製薬企業からの医薬品の適正使用に関するお知らせ 

● メルカゾールによる無顆粒球症について 

メルカゾール（以下、本剤）投与による無顆粒球症については、既に注意喚起を行っていますが、国内の副作用発現状況を 

踏まえ、改めて適正使用のお願いをいたします。 

 

無顆粒球症等の副作用を早期発見し、重篤化を防ぐため、本剤を処方される際は以下の事項を遵守して下さい。 

 

 投与開始・再開初期の少なくとも 2ヶ月間は、原則として2週に 1回、それ以降も定期的に白血球分画を含めた血液検査を

実施してください。 

 無顆粒球症の初期症状（発熱、全身倦怠、咽頭痛等）があらわれた場合には、白血球分画を含めた検査を行い、異常が 

認められた場合には直ちに投与を中止し、適切な処置を行ってください。 

 顆粒球の減少傾向等の異常が認められた場合には、直ちに投与を中止し、適切な処置を行ってください。 

 患者さんに対して、顆粒球（好中球）の減少から易感染状態となり、敗血症等により重篤な転帰に至る場合があることを説明

するとともに、下記の点を指導してください。 

 定期的な血液検査を行う必要があるので、受診日を守って通院すること。 

 無顆粒球症の初期症状（のどの痛み、発熱等）があらわれた際には、直ちに主治医を受診すること。 

 主治医以外の医療機関を受診する場合には、本剤を服用していることを医師に告げること。 

 

 

3． 効能等追加承認情報（2014年） 

製品名 会社名 一般名 備考 承認日 

ミレーナ 52mg バイエル レボノルゲストレル 過多月経の効能追加 2014/6/20 

フェントステープ1mg 同テー

プ 2mg 

同テープ 4mg 同テープ

6mg 

同テープ 8mg 

久光＝協和発

酵キリン 

フェンタニルクエン酸

塩 

中等度から高度の慢性疼痛の効能

追加 
2014/6/20 

プレベナー13 水性懸濁注 
ファイザー＝武

田 

沈降 13 価肺炎球

菌結合型ワクチン

（無毒性変異ジフテ

リア毒素結合体） 

高齢者への適応拡大 2014/6/20 

ファイバ注射用 500 

同注射用 1000 
バクスター 

乾燥人血液凝固

因子抗体迂回活

性複合体 

定期的投与による出血予防に関する

効能等追加 
2014/6/20 

ネクサバール錠 200mg バイエル 
ソラフェニブトシル酸

塩 

根治切除不能な分化型甲状腺癌の

効能追加 
2014/6/20 

献血グロベニン-Ｉ静注用

500mg 

同静注用 2500mg 

同静注用 5000mg 

日本製薬＝武

田 

乾燥ポリエチレングリ

コール処理人免疫

グロブリン 

スティーブンス・ジョンソン症候群及び

中毒性表皮壊死症（ステロイド剤の

効果不十分な場合）の効能追加 

2014/7/4 

 


